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　本日１４時より、４月１日以降の新賃金要求申し入れ第１回交渉が開催されました。第

１回交渉では、組合側からの要求趣旨説明を行い、その後若干の意見交換を行いました。

① デフレ経済からの脱却をめざし、政府が経済団体に「報酬」引き上げを要請したが、

　 ＪＲ東日本は大きな利益をあげている企業として、積極的に要請に応えるべきだ！

＜組合側が主張した賃上げ要求趣旨説明概要＞

② 日本の経済を立て直し、国民・労働者の生活を改善させるうえで、大企業が蓄えてい

　 る莫大な内部留保の一部を国民生活に還元すべきだ！

③ ＪＲ東日本社員の生活実態は、実質賃金の目減りや手当の落ち込みで極めて苦しい状

　 況であり、改善すべきだ！

④ ＪＲ東日本の第３四半期決算では、過去最高の経常利益、純利益をあげており、社員

　 に還元すべきだ！

⑤ ＪＲ東日本の内部留保は３兆円を超えており、５, ０００円の賃上げ、夏季手当３．２ 

　 カ月分の支払いは十分可能だ！


